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項目名

■ □ □

実績

評価者

財政担当参事　　新井　猛

項目名

■ □ □

実績

評価者

管財課長　浅見　仙隆

項目名

■ □ □

実績

評価者

収税担当参事　大野　義彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

収税担当参事　大野　義彦

①口座振替関連補助業務処理
件数

②収納管理関連業務処理件数

③滞納整理関連業務処理件数

39,815千円

担当件数（市税・国民健康保険税）
※担当件数＝滞納整理処分対象件数／滞納整
理担当職員数

R1実績

R2その他職員
従事割合
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R2実績

1000件/人

期間 6.00 人 R3目標

1100件/人

会年職員 0.00 人
49,008千円

R2正規職員
人件費

0.00 人 1200件/人 1156.04件/人

臨時職員 0.00 人
①1,341,966件

②1,079,745件

③19,136件

1070.43件/人

R2目標

R2予算現額 R2決算額（見込み）

地方税法、国税徴収法、国民健康保険法、所沢市税
条例、所沢市国民健康保険税条例

41,356千円 41,356千円

74,808千円

9.00 人
非常勤
特別職

特になし

R2目標値が未達成の理由・分析

目標設定の考え方・根拠

Ａ

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 39,816千円

根拠法令
定例業務の内容や運用の見直し
等、来年度(令和３年度)からの運用
にむけた準備の進捗については、
概ね順調であったと考えている。
また事業目的とする、定例業務の
効率化ならびに滞納整理担当職員
の確保・増強という点において、一
定の効果があったものと考えてい
る。

R2年度に改善した点

当該事業は、定例業務の委託化・滞納整理担当
職員の確保を通じて、きめ細やかな滞納整理の
推進および市民対応を目的とする事業である。こ
のため、職員１人あたりが担当する件数を指標と
し、目標値としては、前年より減らすことを目標とし
たい。

委託化した業務の処理状況をこまめに管
理しながら、定例業務の運用について見
直しに取り組むことで、事務処理の質や処
理速度の向上を図るとともに、令和３年度
以降における安定的な事務運営にむけた
体制の確立をはかった。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

委託した事務の効率的かつ安定的な運用
を目指すとともに、滞納整理担当職員を確
保し、きめ細やかな滞納整理の推進と収
納率の向上をはかる。

目標達成済。

R1決算額 指標名

R1その他職員
従事割合

R1目標

R2その他職員
従事割合

5,735千円

R1予算現額

R2目標

R1正規職員
人件費

1件

収税
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
・
特
別

市税収納管理等委託
事業

事業の目的及び具体的な内容

（目的）定例業務の委託化に伴う滞納整理担当職員
の確保と、収入額の増加及び収納率の向上。
（具体的な内容）
①収納情報の消込業務及び還付充当処理
②口座情報の登録及び廃止業務
③滞納整理に付随する調査業務
④上記業務に付随する事務処理

H３０～

R2年度に改善した点

R2目標値が未達成の理由・分析

3件

0.69 人

0件

R1決算額 指標名

売却実績

0件

臨時職員

R3目標

非常勤
特別職

用地の売却をもって業務完了となることから、売
却実績を指標とした。

R1目標

公募入札を２件実施したが、応札がなかった。
新型コロナの感染拡大により、土地購買需要の落
ち込みが原因とみられる。

R2実績
①実施済（１件）

②実施済（2件）

③実施済（2件）

1.00 人

会年職員

R2正規職員
人件費

結果的に２年間で売却実績がない
ため

R1実績

1,613千円
①地積測量

②不動産鑑定

③公募入札R1その他職員
従事割合

目標設定の考え方・根拠

Ｃ

1.00 人

管財
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

法定受託事務

事業の目的及び具体的な内容

H２２年

期間

所沢市財産規則、所沢市普通財産売払要綱

コロナ禍で難しい面もあるが、市場の動向
も注視しながら、計画的な売却を図ってい
く。

R2決算額（見込み）

1,328千円

0.00 人
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

法定受託＋附加

R1正規職員
人件費

R2予算現額

1件

公有財産のうち、今後、利活用が見込めない未利用
地について、財源確保のため公募により売却する。

1,613千円

R1予算現額

会年職員 0.00 人

優先 自治事務

根拠法令

0.90 人

7,351千円

会年職員 0.00 人

事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

現状の課題

経費
SDGsへの貢献
(最大3つ)

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

総合
評価

評価
理由

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

所属
名称

-

非常勤
特別職

65,344千円

0.009% 当該事業の活動を通じて、
納税者の利便性向上だけ
でなく、公平な税負担の推
進に寄与した。

期間 8.00 人 R3目標

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

どのように貢献したか

当該事業の活動を通じて、
きめ細やかな滞納整理事
務の実施だけでなく、公平
な税負担の推進に寄与し
た。

どのように貢献したか

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

納付方法のひとつとして、納税者へ認知さ
れ、活用されるよう、市ＨＰまたは広報折
込チラシを活用し、ＰＲに努める。

0.00 人 - -

納税環境整備事業

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

地方税法、国税徴収法、国民健康保険法、所沢市税
条例、所沢市国民健康保険税条例

5,288千円 3,769千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

令和２年度における当該事業は、半期が導入期
間にあたる。そのため、事業の効果を測定する目
標値については、運用開始期にあたる令和３年度
からを想定とし、今回は評価対象外とする。

1%

R2年度に改善した点

キャッシュレス納付サービスの導入
にあたり、当初の導入計画より遅滞
なく遂行・サービス開始できたこと
から、概ね順調であったと考えてい
る。一方で、サービス開始時期が年
度途中からであり、納税者へ十分
にＰＲできず、納付方法として認知
が十分でなかったことが考えられ
る。

１１．住み続
けられるまち

づくりを0千円
①モバイルレジ利用件数

②モバイルレジクレジット利用件
数

③電子マネー利用件数

キャッシュレス納付利用率（市税・国民健康保険
税）
※キャッシュレス納付利用率＝キャッシュレス納
付による収納額/市税・国民健康保険税収納額

当該事業は、キャッシュレス納付サービスの導入
により、納付方法の拡充および納税者の利便性
の向上を目的とする事業である。このため、全体
の収納額のうちキャッシュレス納付が占める割合
を指標とし、目標値としては、前年より増やすこと
を目標としたい。

市ＨＰおよび広報折込チラシ（１１月号）に
て、キャッシュレス納付サービスの開始を
周知し、納税方法の拡充および利便性の
向上についてＰＲに努めた。

①86件

②310件

③1,028件

R2目標 R2実績

優先 自治事務

R1予算現額 R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

収税
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
・
特
別

どのように貢献したか

該当なし

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

８．働きがい
も経済成長

も

１１．住み続
けられるまち

づくりを

指標名 目標設定の考え方・根拠

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

期間 0.68 人

根拠法令 R2予算現額

ふるさと納税制度に基づき「所沢市ふるさと応援寄附
金」を募ることで、歳入の確保を図る。

R1決算額

3,491千円

0.42 人

地方税法・所沢市ふるさと応援寄附条例 164千円

事業の目的及び具体的な内容

①寄附件数

②寄附金額

寄附金額

財政
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

ふるさと応援寄附推進
事業

30千円優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 48千円

どのように貢献したか

非常勤
特別職

164千円

臨時職員

0.00 人

R2決算額（見込み）

R2目標値が未達成の理由・分析

制度周知の成果を測る指標として、市に対する年
間寄附金額を設定する。
本市はH29年度より返礼品を廃止しているが、返
礼品がなくとも年間100万円の寄附獲得を目指
す。

61,186千円 特定事業として新型コロナ
ウイルス感染症対策事業
に係る寄附を受け付け、寄
附者の意向に沿った活用
を行い、広く公表した1,000千円

R3目標

1,000千円

大口の寄附のほか、新型コロナウ
イルス感染症対策事業に係る寄附
募集を行い、目標額を大幅に達成
した。
今後も、制度の趣旨に沿った寄附
募集に努めていきたい。

返礼品目的ではなく、市の取り組みに賛同
し応援寄附をしていただけるよう、寄附金
活用事業のＰＲに加え、R2年度は特定の
具体的な事業に対する寄附募集を行う際
に、ポスターやチラシを作成するなど、積
極的に周知を図った。

Ｓ

R2年度に改善した点

法定受託事務

市有財産活用事業

924千円

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

44,751千円

引き続き多くの方々からご寄附いただける
よう、特定の具体的な事業の拡大や周知
方法の工夫に力を入れていく。

R2目標

1,000千円 目標値達成

H17～

0千円 臨時職員 0.00 人

R2～

（目的）キャッシュレス決済の導入に伴う納付方法の拡充
と納税者の利便性の向上
（具体的な内容）
モバイルレジ、モバイルレジクレジット、電子マネー（LINE
Pay、Ｐａｙ　Ｐａｙ）による市税の収納

①163件

②61,186千円

R2実績

5,554千円

法定受託＋附加

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

R1正規職員
人件費

0千円

0.00 人

0.00 人
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事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

現状の課題

経費
SDGsへの貢献
(最大3つ)

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

総合
評価

評価
理由

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

所属
名称

項目名

■ □ □

実績

評価者

収税担当参事　大野　義彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

経営企画課長　小池　純一

項目名

■ □ □

実績

評価者

管財課長　浅見　仙隆

項目名

■ □ □

実績

評価者

管財課長　浅見　仙隆S６３年～ 11,435千円

　本事業は、市庁舎施設の老朽化に伴う設備の不具
合箇所等を改善し、建物・空調・機械・電気・衛生設
備等の設備性能を維持改善することにより、来庁者
や職員の安全確保、快適性や執務環境の向上・充
実を図るため、市庁舎の修繕を行うものである。

40件

老朽化の度合いを考慮しつつ、予
算の範囲内で効率的修繕・工事を
実施した。

24,509千円

会年職員
期間 1.40 人

修繕必要条件における達成件数

目標設定の考え方・根拠

R1実績

0.00 人

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

40件 49件
B

計画的に行っている修繕とは異なり、突発的に発
生した修繕に多額の費用がかかったため

R3目標

R2年度に改善した点

R2目標
多くの市庁舎設備は寿命（２０～２５年）を
超過し、故障続発や保守部品の入手困難
などにより修理に多くの時間を要す状況で
あることから、今後は関係各課と調整し、
設備本体の更新を図っていく。

R2目標値が未達成の理由・分析

非常勤
特別職

0.00 人

R2実績

R1決算額 指標名

①９件

②８件

③１６件

R2その他職員
従事割合

40件 33件

事業の目的及び具体的な内容

インフラ長寿命化基本計画、所沢市公共施設等総合
管理計画

715,675.08㎡(H29)以下4,574千円
会年職員

R1正規職員
人件費

24,509千円

自治事務 法定受託事務

管財
課

－

市庁舎修繕事業

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

事業の種別

一
般

R1予算現額

R2正規職員
人件費

①建築・衛生・厨房設備修繕件
数

②電気設備修繕件数

③空調・機械設備修繕件数

5,866千円 4,483千円

716,935.96㎡

修繕達成実績

R1目標

H23年度～

優先

R2予算現額

11.0%

法定受託＋附加

実施計画ランク

0.00 人

23,395千円

臨時職員 0.00 人

0.00 人

23,443千円

18,203千円

2.19千円

R1その他職員
従事割合

公共施設長寿命化計画に基づき、計画的
な公共施設等の管理を進めていく。

715,675.08㎡(H29)以下 716,803.56㎡

臨時職員

0.56 人 R3目標

R2実績

0.00 人 715,675.08㎡(H29)以下

R1目標

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

①策定

②改訂

R2目標

「所沢市公共施設長寿命化計画」に基づく複合化
の実施時期に到達していないため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

どのように貢献したか

公共施設を計画的にマネ
ジメントし、市民に安全に
利用してもらうことで、住み
続けられるまちづくりに貢
献した。

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

0.59 人
非常勤
特別職

R2年度に改善した点

①公共施設長寿命化計画（個別
施設計画）の策定状況
②公共施設等総合管理計画の
改訂状況

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

R1実績

公共施設等総合管理計画に掲げる「公共施設の
総量適正化」の状況を測るため、公共施設（インフ
ラを除く）の総面積を指標とする。

公共施設等総合管理計画の改訂及び公
共施設長寿命化計画の策定を実施した。

公共施設の総面積

事業の目的及び具体的な内容

22,177千円自治事務

公共施設等の総合的かつ計画的な管理を進める。

4,904千円

期間

１１．住み続
けられるまち

づくりを―

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

「所沢市公共施設長寿命化計画」
に基づく複合化の実施時期に到達
していないため、総面積の設定目
標は達成していない。
公共施設等総合管理計画の改訂
及び公共施設長寿命化計画の策
定を実施し、「公共施設の総量適正
化」に向けて計画的なマネジメント
を実践していく。

経営
企画
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

公共施設マネジメント
推進事業

法定受託事務 法定受託＋附加 24,113千円

5,168件
2.00 人

指標名

R2～ 16,336千円 99.00%

R1決算額

会年職員

0.00 人
非常勤
特別職

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

99.00% 99.15%

0千円

目標達成済。

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標 R2実績

事業の活動を通じて、現年度における市
税の収納率が、引き続き高い水準で維持
できるよう、働きかけに努める。R3目標

Ｒ２年度における目標値および実
績を比較した結果、事業目的とす
る、現年度における市税の収納率
向上という点において、一定の効果
があったものと考えている。

R2年度に改善した点

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

収納率向上対策事業
（ＳＭＳ催告）

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

地方税法、国税徴収法、国民健康保険法、所沢市税
条例、所沢市国民健康保険税条例

452千円

当該事業は、ショートメッセージサービスによる催
告の実施により、市税の納め忘れを防ぐことを目
的とする事業である。また現年度における滞納を
中心に催告することで、過年度における滞納を未
然に防ぐことを目的としていることから、現年度に
おける市税の収納率を指標とする。目標値として
は、前年より下がらないことを目標としたい。

指標名

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

452千円

Ａ

- -0.00 人

0千円

収税
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
・
特
別

自治事務優先 法定受託事務

期間

R1予算現額 目標設定の考え方・根拠

0千円 臨時職員 0.00 人
（目的）市税、国民健康保険税の滞納整理事務の効率化
及び、収納率の向上
（具体的な内容）
ショートメッセージサービスによる催告の実施

ショートメッセージサービスによ
る催告件数

現年度における市税の収納率

法定受託＋附加

R1決算額

７．エネルギー
をみんなにそ
してクリーンに

どのように貢献したか

「ところざわ未来電力」を通
じた環境に優しい電力の利
用で二酸化炭素排出量の
削減に大きく貢献した。

当該事業の活動を通じて、
納税者の納め忘れを防止
するだけでなく、公平な税
負担の推進に寄与した。

どのように貢献したか

「環境配慮事項等伝達書」
に基づき、再資源資材の活
用や安全安心な労働環境
の促進に努めた。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

現在活用している自動音声電話催告シス
テムの実施スケジュールを考慮したうえ
で、実行することにより、納税者にとって印
象的かつ効果的な催告となるよう、工夫し
た。

特になし

0.00 人

優先 自治事務 261,709千円

R2決算額（見込み）

管財
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

根拠法令

市庁舎管理事業

R1その他職員
従事割合

法定受託＋附加 275,036千円

非常勤
特別職

①公共料金の支払料金
　（電気・ガス・上下水道・電話）

②電力使用量

庁舎年間電力使用量の削減

R2目標値が未達成の理由・分析

指標名

10.0%

R2目標 R2実績 どのように貢献したか

夏期・冬期における節電の取り組みによ
り、環境負荷の削減に努めた。

R1目標 R1実績

７．エネルギー
をみんなにそ
してクリーンに

Ａ

夏期・冬期における節電の取り組
みにより、環境負荷の削減に努め
た。また、消毒液、パーティション等
の購入、階段ドアノブの消毒など新
型コロナへの対応を迅速に行った。

R2年度に改善した点

本事業は、庁舎の効率的かつ効果的な運用を行うこ
とで、安全かつ快適な施設の運用を図るものである。

2.19 人

目標設定の考え方・根拠R1決算額R1予算現額

来庁者が気持ちよく庁舎を利用していただ
けるよう、市民サービスの維持・向上を図
りながら、省エネ・省資源に向けた管理運
営に取り組んでいく。0.00 人

5.0%

所沢市庁舎管理規則、所沢市庁舎防火管理規程の
管理運営要領

257,276千円 256,622千円

平成２２年度と比較した年間電力使用量削減率
（２２年度年間電力使用量　3,029,809ｋWｈ）

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

法定受託事務

5.0%

期間

18,203千円

会年職員

R2その他職員
従事割合

臨時職員 0.00 人
①８４，３６２千円

②２，７２１，９２３ｋWｈ

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

2.30 人 R3目標

S６１年～ 18,786千円 5.0%

R2正規職員
人件費

目標達成済

0.00 人



第７章　未来（あす）を見つめたまちづくり  第５節　財政運営

事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

現状の課題

経費
SDGsへの貢献
(最大3つ)

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

総合
評価

評価
理由

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

所属
名称

項目名

■ □ □

実績

評価者

項目名

■ □ □

実績

評価者

営繕担当参事　森田幸夫

会年職員 0.00 人

会年職員 0.00 人

R1その他職員
従事割合

都市公園法、都市公園法施行令、都市公園法施行規則

根拠法令

0千円 0千円

期間

R2～ 2,042千円 100.0%

公園遊具・園内樹木
安全点検事業

0千円 臨時職員

非常勤
特別職

-

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

100% 100% 目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

0.25 人

-

R3目標

①100%

②

③

指標名 R2年度に改善した点

目標値を達成している
R1目標 R1実績

①遊具点検率

②

③

R2目標 R2実績

ランク付された公園遊具について、順次撤
去・修繕等を行っていく。

A

安全で快適な公園利用のためには、遊具の安全
確保が必要であり、そのために遊具点検実施率を
指標とした。

従来の職員の目による点検に加え、専門
家の視点及び点検手法を活用し、公園遊
具のランク付を行った。

R2決算額（見込み）

目標設定の考え方・根拠

R2目標値が未達成の理由・分析

安全で快適な公園利用を図るための公園遊具点
検実施率

0.00 人

0.00 人

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

0.00 人

R1決算額

5,291千円 5,291千円

事業の目的及び具体的な内容

R1予算現額

R2予算現額

0.00 人

R1実績

R3目標

R2目標

R1その他職員
従事割合

R1目標

①18件

②16件

R2実績

指標名

①修繕計画に基づく工事予定件
数

②修繕計画に基づく工事実施件
数

18件

法定受託＋附加 0千円 0千円

0.00 人 16件

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

修繕計画に基づく工事実施件数

1.90 人 16件
非常勤
特別職

R1正規職員
人件費

2.30 人

15,793千円

18件 16件

臨時職員

R2年度に改善した点

対象施設の築年数や修繕後の経過年数及び老
朽度、市の財政状況を勘案し、関係各課と協議を
行い目標を設定する。

対象施設の老朽度による工事の優先順位
や市の財政状況を勘案してＲ2年度目標の
工事予定件数を見直した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

所沢市公共施設長寿命化計画に統合され
たことで、施設の統廃合や、長寿命化改修
（大規模改修）の予定も勘案した計画策定
が必要となっていく。このため、これまで以
上に経営企画課や施設所管課との協議、
連絡を密に取っていく。

予定していた工事のうち２件が施設所管課の都合
（コロナの影響で施設運営をしながらの適切な工
期確保が困難になった。）により、取り下げられた
ため。

R2目標値が未達成の理由・分析

目標設定の考え方・根拠

Ａ

取り下げられた工事を除き、成果指
標の目標値を達成した。

R1決算額

R2決算額（見込み）

建築基準法 0千円 0千円

R1予算現額

自治事務

R2予算現額

営繕
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

公共建築物修繕計画
推進事業

重要

事業の目的及び具体的な内容

期間

根拠法令

優先

建築物については、建築後３０年を経過すると急激に劣化
が進行するとされており、所沢市の公共建築物においても
築後３０年を経過するものが増加していくことを踏まえ、建
築物の劣化が進行する前の予防保全に取り組むため「所
沢市公共建築物修繕計画」を平成１８年度に策定した。
この修繕計画により、建築物の修繕を計画的に進行管理
し、単年度に修繕工事が集中する事態を避けて財政負担
を平準化するとともに、既存建築物の延命化を図り有効活
用していく。

法定受託事務

H18～ 18,786千円

R1正規職員
人件費

公園利用者の安全で快適な公園利用を図るため、公園遊
具や園内樹木を対象に、安全点検を実施するものであ
る。

公園
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

どのように貢献したか

公共建築物の修繕を財政
負担の平準化を図りながら
計画的に進めた。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

遊具点検を実施し、危険遊
具を適切に把握すること
で、安全で快適な公園利用
に貢献した。


